平成１４年度　第１回　デジタル１種　技術科目

  端 末 設 備 の 接 続 の た め の 技 術 
第１問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　データ伝送で使われている伝送路符合形式のうち“０”ビットを電圧なし、“１”ビットを

電圧有りで表現し、“１”ビットのパルス長を符号のビット時間長より短くして、残りの時間

は電圧なしの状態とする符号は、（　ア　）方式といわれる。　　　　　　　　　　（４点）

	　①　単流ＲＺ　　②　複　流　　③　ＮＲＺＩ　　④　ＡＭＩ　　⑤　ＣＭＩ


　（２）　ＯＳＩ参照モデルにおいて、（　イ　）層におけるサービス品質は、伝送誤り率、伝送速度、

伝送遅延などにより決定される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　物　理　　　　　　②　データリンク　　③　ネットワーク

④　トランスポート　　⑤　セション


　（３）　コンピュータネットワークの構成のうち、（　ウ　）形においては、各ノードは単方向伝送

の通信路に接続され、隣接ノードから受信したメッセージを中継して次のノードへ送信する。

この構成では、一般に、通信路の切断対策として、通信路の二重化や折り返し機能、また、故

障したノードのバイパス機能などの故障対策が採られる。　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　バス　　②　ツリー　　③　スター　　④　リング　　⑤　メッシュ


　（４）　フレームリレー交換網に関する次の二つの記述は、（　エ　）。　　　　　　　　　（４点）

　　　　Ａ　フレーム多重化により、複数の通信相手と同時に通信することもできる。

　　　　Ｂ　ふくそう発生時には、特定のフレームを廃棄することもある。

	　①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


　（５）　公衆電話網のような即時系の通信システムにおける接続品質の指標の一つとして使われてい

る呼損率は、ある交換設備の入線に加わる呼量ａ、出線の運ぶ呼量をａｃとすると呼損率は、

（　オ　）である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）
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第２問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおいて、ＴＥＩが自動割当てのＴＥは、ＴＥＩを

取得するために、ＤＬＣＩの（　ア　）に設定した放送モードの非番号制情報フレームにより、

網に対してＴＥＩ割当て要求メッセージを送出する。　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　ＳＡＰＩを０、ＴＥＩを０　　　　　②　ＳＡＰＩを６３、ＴＥＩを０

　③　ＳＡＰＩを０、ＴＥＩを６３　　　　④　ＳＡＰＩを１２７、ＴＥＩを６３

　④　ＳＡＰＩを６３、ＴＥＩを１２７


　（２）　ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２５のリンクアクセス手順では、物理レイヤのコネクションを通じて、

（　イ　）の伝送路におけるデータリンクコネクションを規定している。　　　　　（４点）

	　①　相手端末まで　　　②　ネットワーク間　　　　　③　隣接ノードまで

　④　ＣＳＭＡ／ＣＤ　　⑤　トークンリングＬＡＮ


　（３）　ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２５において、ＤＴパケット内の（　ウ　）ビットは、データを複数の

ＤＴパケットに分割して伝送する場合に使用される。　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　Ｄ　　②　Ｍ　　③　Ｅ　　④　Ｑ　　⑤　Ｆ


　（４）　ＩＥＥＥ８０２．２に規定されている論理リンク制御副層のプロトコルにおいて、（　エ　）

フレームは、論理リンク制御ヘッダの中の制御情報に送受信順序番号を持たないデータリンク

の設定、切断等を通知するフレームである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　Ｉ　　②　Ｆ　　③　Ｓ　　④　Ｕ　　⑤　Ａ


　（５）　ＴＣＰプロトコルでは、フロー制御の一つにウインドウサイズが可変の（　オ　）ウインド

ウ方式が用いられている。ウィンドウサイズは、受信側が受信可能なサイズを確認応答ととも

に送信側に通知する仕組みである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　ローンチ　　　②　アクティブ　　③　スライディング

　④　共　有　　　　⑤　マルチ


第３問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　基本形データ伝送制御手順におけるデータリンク確立方法の一つである（　ア　）方式では、

情報メッセージの送信要求が発生した局は、相手局にセレクティングシーケンスを送信して相

手局との間にデータリンクの確立を開始する。　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　コンテンション　　　　　　　②　ポーリング　　　　　　③　交互監視

　④　ノンセントラライズ制御　　　⑤　セントラライズ制御


　（２）　ＨＤＬＣの手順において、データリンクレベルでの故障回復の責任を通信相手局だけが持つ

場合に、その相手局からコマンドを受信し、レスポンスを送信するのは、（　イ　）局である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　一　次　　②　二　次　　③　統　制　　④　複　合　　⑤　伝送制御


　（３）　ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおいて、レイヤ２のポイント・ツー・マルチポイ

ントデータリンクでは、上位レイヤから転送を依頼される情報は（　ウ　）を用いてＵＩフレ

ームで転送される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　ＨＤＬＣ手順　　　　　　②　ＬＡＰＡ手順　　　　　③　ＬＡＰＦ手順

　④　非確認形情報転送手順　　⑤　確認形情報転送手順


　（４）　ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおいて、レイヤ２の機能として正しいものは、

（　エ　）である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　端末（ＴＥ）を網に接続するときの電気的条件を規定している。

　②　呼制御の処理を行っている。

　③　転送情報の暗号化・復号化の処理を行っている。

4 回線交換モードのとき、情報チャネルをＢ１チャネルにするかＢ２チャネ

ルにするかの選択を行っている。

　⑤　送信側では、開始フラグと終了フラグの間のフレーム内容に“１”ビットが

　　５個連続したときには、その後に“０”ビットを挿入している。


　（５）　ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースでは、同一バス上の複数のＴＥは、ＮＴからＴＥ側

に送出される（　オ　）ビットをチェックすることによりＤチャネルへのアクセス競合が生じ

たかどうかを判断している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　Ｄエコーチャネル　　②　Dチャネル　　　　　　③　直流平衡

　④　フレーミング　　　　⑤　マルチフレーミング


第４問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　公衆データパケット交換方式のウインドウ制御において、受信側のバッファに余裕がない場

合、受信側では、（　ア　）パケットにより送信側のパケットの送出を抑制できる。　（４点）

	　①　ＥＮＱ　　②　ＳＱ　　③　ＲＮＲ　　④　ＳＩ　　⑤　ＲＦ


　（２）　ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２５において、発着呼のパケットの衝突が発生した場合、パケット交換

網は、発呼要求パケットを優先的に受付け、（　イ　）パケットを無効とする。　　　（４点）

	　①　ＲＲ　　②　ＣＮ（ＩＣ）　　③　ＲＮＲ　　④　ＣＲ　　⑤　ＲＥＪ


　（３）　ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２５のＶＣサービスのパケットレイヤにおいて、発呼ＤＴＥと着呼ＤＴ

Ｅ間のユーザファシリティを用いたネゴシエーションが確立した場合、ネゴシエーションで決

まったパケットサイズ（ＤＴパケットのユーザデータの最大値）は、着呼ＤＴＥから網への

（　ウ　）パケットで指定された値である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　ＣＲ　　②　ＤＴ　　③　ＣＣ　　④　ＣＮ（ＩＣ）　　⑤　ＣＡ


　（４）　パケット形態端末相互間のＶＣサービスにおいて、着信端末が着呼を拒否した場合、復旧要

求パケットを受けた公衆データパケット交換網は、発信端末へ（　エ　）パケットを送出する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　ＤＩＳＣ　　②　ＣＩ　　③　ＣＦ　　④　ＣＡ　　⑤　ＣＱ


　（５）　ＩＳＤＮ端末相互間でＢチャネルを用いたパケット通信を行う場合、発信端末から呼設定メ

ッセージを受信した網は、発信端末から要求された処理を開始したことを通知するため、発信

端末へ（　オ　）を送出する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　呼設定受付パケット（Ｂチャネル）　　②　呼設定受付メッセージ（Ｂチャネル）

　③　呼設定受付パケット（Ｄチャネル）　　④　呼設定受付メッセージ（Ｄチャネル）

　⑤　着呼受付パケット（Ｄチャネル）


第５問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　通信用フラットケーブルは、事務所内のレイアウトの変更や端末装置の移動に柔軟に対応で

き、また、（　ア　）の低減に有効である等の特徴を持っている。　　　　　　　　（４点）

	　①　漏　話　　　　　②　通話電流　　　　③　絶縁抵抗

　④　線路伝送損失　　⑤　非直線ひずみ


　（２）　光ファイバの特徴として誤っているものは、（　イ　）である。　　　　　　　　（４点）

	1 平衡対ケーブルや同軸ケーブルに比較して低損失である。

　②　細くて軽量であるのでケーブルにしたとき布設に有利である。

　③　電気を通さないので電磁誘導の影響を受けない。

　④　高い周波数の信号まで伝送することができ広帯域特性が優れている。

　⑤　外圧や浸水に対し伝送特性が安定している。


　（３）　ＩＳＤＮ一次群速度ユーザ・網インタフェースにおいては、ビット同期などのタイミング信

号を受信信号から抽出する（　ウ　）同期方式を採用している。　　　　　　　　　（４点）

	　①　独　立　　②　従　属　　③　相　互　　④　フレーム　　⑤　伝　送


　（４）　ＡＤＳＬ（非対称デジタル加入者線）では、公衆電話網の加入者線を電話と共用して使用し

ているので、電話の信号とデータ通信の信号とを分離する（　エ　）を端末装置側と加入者交

換装置側で一対として使用している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　ＳＬＴ　　②　ＤＳＵ　　③　ハ　ブ　　④　ルータ　　⑤　スプリッタ


　（５）　イーサネットＬＡＮの媒体アクセス制御方式であるＣＳＭＡ／ＣＤの機能として、該当しな
いものは、（　オ　）である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　キャリア検出　　②　フレームの衝突検出　　③トークン検出

　④　多重アクセス　　⑤　フレームの再送制御


解答

第１問（ア）①　（イ）①　（ウ）④　（エ）③　（オ）②

第２問（ア）⑤　（イ）③　（ウ）②　（エ）④　（オ）③

第３問（ア）①　（イ）②　（ウ）④　（エ）⑤　（オ）①

第４問（ア）③　（イ）②　（ウ）⑤　（エ）②　（オ）④

第５問（ア）①　（イ）⑤　（ウ）②　（エ）⑤　（オ）③
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